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主
要
な
施
策
の
成
果

　
令
和
７
年
度
は
、
第
６
次
川
俣

町
振
興
計
画
の
３
年
目
と
し
て
、

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
前
期
計

画
に
お
い
て
重
点
施
策
と
し
て

定
め
る
「
子
育
て
支
援
」、「
移
住
・

定
住
」、「
活
力
あ
る
産
業
」、「
み

ん
な
の
生
き
が
い
づ
く
り
」
の
４

つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　「
子
育
て
支
援
」
に
お
い
て
は
、

認
定
こ
ど
も
園
及
び
小
・
中
学
校

の
利
用
料
・
給
食
費
の
完
全
無
償

化
等
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、
旧
す
み
よ

し
保
育
園
北
側
園
舎
を
利
活
用

し
、
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
『
マ
ザ
ッ
テ
』
の
整
備
を
進

め
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充

実
・
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　「
移
住
・
定
住
」
に
お
い
て

は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の

設
置
や
各
種
の
移
住
支
援
金
の

交
付
を
継
続
し
な
が
ら
、「
里
山

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
は
じ
め
と
し
た

体
験
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
町

外
に
向
け
た
情
報
発
信
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
さ
ら
な
る
活
用
等

に
よ
り
、
移
住
・
定
住
を
促
進
し

ま
し
た
。

　「
活
力
あ
る
産
業
」
に
お
い
て

は
、
新
た
な
産
業
・
雇
用
の
創
出

と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
貸
事
業
所
『
オ
リ
ナ
ス

か
わ
ま
た
』
を
完
成
さ
せ
る
と
と

も
に
、
福
島
県
と
連
携
し
た
農
業

担
い
手
育
成
の
た
め
の
各
種
支

援
金
制
度
の
充
実
や
、
全
国
的
に

被
害
が
多
発
し
て
い
る
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
対
策
を
新
た
に
加
え
た

使用料及び手数料
8 ,0 7 8 万2 千円（ 0 .8 % ）

寄附金
3 ,7 5 1 万3 千円（ 0 .4 % ）

分担金及び負担金
3 ,7 3 0 万8 千円（ 0 .4 % ）

財産収入
2 ,7 3 5 万3 千円（ 0 .3 % ）

地方消費税交付金
3 億4 ,7 8 5 万7 千円（ 3 .5 % ）

法人事業税交付金
3 ,0 0 2 万5 千円（ 0 .3 % ）

地方譲与税 
9 ,5 0 8 万4 千円（ 1 .0 ％）  

町税 1 2 億3 ,3 9 6 万2 千円（ 1 2 .4 % ）

繰入金 5 億4 ,8 8 9 万3 千円（ 5 .5 % ）

繰越金 3 億9 ,4 0 0 万8 千円（ 4 .0 % ）

諸収入 3 億6 ,0 9 6 万9 千円（ 3 .6 % ）

地方交付税 3 6 億5 ,2 3 2 万6 千円（ 3 6 .8 % ）

依存財源

自主財源

2 7 億2 ,0 7 8 万
8 千円

（ 2 7 .4％）

7 1 億9 ,3 0 1 万
　 　 　 　 4 千円

（ 7 2 .6％）

国庫支出金
1 6 億6 ,5 0 6 万7 千円（ 1 6 .8 % ）

県支出金
8 億1 ,4 9 0 万3 千円（ 8 .2 % ）

町債
5 億5 ,3 7 0 万円（ 5 .6 % ）

株式等譲渡所得割交付金 1 ,1 0 3 万4 千円（ 0 .1 % ）
環境性能割交付金 7 3 6 万9 千円（ 0 .1 % ）

配当割交付金 7 1 9 万円（ 0 .1 % ）
地方特例交付金 5 2 7 万1 千円（ 0 .1 % ）

利子割交付金　 2 2 8 万円（ 0 .0 % ）

歳　 入

9 9億1 ,3 80万
2 千円
1 00 .0 %

有
害
鳥
獣
対
策
等
に
よ
り
、
商
・

工
・
農
業
の
一
層
の
振
興
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
終
わ
り
の
見
え

な
い
物
価
高
騰
へ
の
対
策
と
し

て
、
全
町
民
に
商
品
券
を
配
布

し
、
消
費
の
下
支
え
と
地
域
経
済

４
つ
の
重
点
施
策

決 算
報 告
　 令和７ 年度の一般会計、 特別

会計及び企業会計の決算が、 ９

月に開催さ れた令和８ 年第５ 回

川俣町議会定例会において承認

さ れたので、 その決算のポイ ン

ト についてお伝えいたし ます。

令 和 7 年 度　
令
和
７
年
度
の
町
の
歳
入
総

額
は
、
前
年
度
決
算
と
比
較
し
て

１
億
８
，
５
３
８
万
１
千
円
減
の

９
９
億
１
，
３
８
０
万
２
千
円
と

な
り
、
歳
出
総
額
は
前
年
度
比

３
億
８
，
８
６
０
万
３
千
円
減
の

９
０
億
８
，
２
０
７
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
総
額
か
ら
歳

出
総
額
を
差
し
引
い
た
８
億
３
，

１
７
２
万
４
千
円
か
ら
、
今
年

度
に
繰
越
し
た
事
業
の
財
源
と

な
る
３
億
７
，
４
４
９
万
７
千
円

を
差
し
引
き
し
た
実
質
収
支
は
、

４
億
５
，
７
２
２
万
７
千
円
の
黒

一
般
会
計
決
算
の
概
要
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人件費 11億6,41 8万1千円（ 12 .8 % ）

扶助費 7億3 ,91 4万8 千円（ 8 .1% ）

公債費 7億11 ,7 5万4千円（  7 .8 % ）

普通建設事業費
19億6 ,15 0万1千円（ 21 .6 % ）

物件費
15億9 ,89 3万7千円（ 17 .6 % ）

補助費等
15億6 ,06 6万3千円（ 17 .2 % ）

繰出金
7億4 ,6 57万6千円（ 8 .2% ）

積立金
3億8 ,8 48万8千円（ 4 .3% ）

維持補修費
1億885 万円（ 1 .2 % ）

災害復旧費
198 万円（ 0 .1% ）

貸付金
1億円（ 1 .1 % ）

義務的経費

投資的経費

その他の
経費

19億6 ,34 8万1千円
（ 21 .7 % ）

45億351万4 ,千円
（ 49 .6 % ）

2 6億1 ,50 8万3千円
（ 28 .7 % ）

歳　 出
9 0億8 ,2 0 7万

8千円
1 00 .0 %

の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め

に
国
が
新
た
に
創
設
し
た
「
第
２

世
代
交
付
金
」
を
活
用
し
、
町
を

代
表
す
る
里
山
で
あ
る
花
塚
山

に
つ
い
て
、
老
朽
化
し
た
東
屋
の

建
て
替
え
や
案
内
看
板
の
更
新
、

登
山
道
の
修
繕
等
の
一
体
的
な

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　「
み
ん
な
の
生
き
が
い
づ
く

り
」
に
お
い
て
は
、
町
民
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
の
開
催
や
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
、

誰
も
が
健
康
で
い
き
い
き
と
活

躍
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
み
ら

い
を
創
る
市
町
村
等
支
援
助
成

金
」
を
財
源
と
し
て
、
中
央
公
民

館
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
の
更
新

を
行
い
ま
し
た
。

　

　
ま
た
、
町
合
併
70
周
年
と
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
コ
ス
キ
ン
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
記
念
し
、

記
念
式
典
や
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
・

コ
ン
サ
ー
ト
等
を
盛
大
に
開
催

し
た
ほ
か
、
記
念
誌
の
作
成
等
を

行
い
、
合
併
80
周
年
に
向
け
た
町

の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

　
そ
の
他
、
町
民
の
皆
様
の
快
適

な
情
報
活
用
や
利
便
性
向
上
の

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
行
う
と

と
も
に
、
窓
口
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

サ
ー
ビ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
窓
口
の

運
用
を
開
始
し
、
自
治
体
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
し
た
ほ
か
、

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

に
備
え
、
消
防
屯
所
の
整
備
を
進

め
、
地
域
で
の
防
災
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
す
る
公

共
施
設
の
改
修
や
、
町
内
各
所
に

そ
の
他
の
施
策

お
け
る
町
道
・
橋
り
ょ
う
等
の
維

持
補
修
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
し

た
。
川
俣
高
校
の
魅
力
向
上
推
進

事
業
と
し
て
は
、
地
域
み
ら
い
留

学
制
度
に
よ
り
町
外
か
ら
入
学
し

た
生
徒
の
安
心
な
高
校
生
活
を
支

え
る
た
め
、
学
生
寮
の
運
営
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発

電
所
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事

業
に
お
い
て
は
、
山
木
屋
地
区
住

民
の
生
活
支
援
や
営
農
再
開
支
援

等
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、

放
射
性
物
質
汚
染
の
風
評
被
害
を

払
し
ょ
く
す
る
た
め
、
首
都
圏
に

向
け
た
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
期
復
興
・
創
生
期

間
の
最
終
年
度
と
し
て
、
山
木
屋

地
区
以
外
の
地
区
に
お
け
る
除
染

廃
棄
物
仮
置
場
を
す
べ
て
返
還
す

る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
防

災
対
策
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
た
、
山

木
屋
地
区
防
災
ま
ち
づ
く
り
拠
点

施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め
ま
し

た
。

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、歳

入
総
額
に
は
財
源
不
足
を
補
う

た
め
の
財
政
調
整
基
金
３
億
４
，

０
７
１
万
円
の
取
り
崩
し
が
含
ま

れ
て
お
り
、
当
該
取
り
崩
し
金
を

差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
で

は
、３
億
５
，０
７
４
万
８
千
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
や
県
支
出
金
等
の
特
定
財
源

を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
震
災
及
び
原
発
事
故
か
ら
の

復
旧
・
復
興
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
福
島
再
生
加
速
化
交

付
金
や
震
災
復
興
特
別
交
付
税

な
ど
の
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
復

興
財
源
を
活
用
し
ま
し
た
。

　
大
綱
木
公
民
館
整
備
事
業
や
消

防
屯
所
整
備
事
業
等
の
一
般
財
源

で
行
う
、
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要

と
な
る
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、地
方
債
（
借
金
）を
活

用
し
ま
し
た
が
、
充
当
率
や
交
付

税
措
置
率
の
有
利
な
地
方
債
の
み

を
活
用
し
、
財
政
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
し
た
。



特別会計名 歳入 歳出 形式収支

国民健康保険（ 事業） 14 億4 ,8 5 9万3 千円 14 億6 06 万3 千円 4 ,2 5 3 万円

国民健康保険（ 診療施設） 1 ,7 7 7万1 千円 1 ,7 7 7 万1 千円 0 円

介護保険 2 1 億1 ,7 6 1 万7 千円 2 0 億1 ,6 5 3 万2 千円 1億108万5千円

後期高齢者医療 2 億3 ,5 8 1万4 千円 2 億2 ,9 2 7 万6 千円 6 5 3 万8 千円

奨学資金 1 ,1 7 1万6 千円 1 ,1 7 1 万6 千円 0 円

工業団地造成事業 2 ,2 1 5万8 千円 2 ,2 12 万円 3 万8 千円

特別会計 　 町が実施する事業のう ち特定の事業については、 より 収支を明確にするために一般会計と は別に
会計項目を設けており ます。 令和 7 年度の特別会計の決算は下記のと おり です。

特別会計名 歳入 歳出 形式収支

小島財産区 1,3 3 8 万4 千円 13 万円 1 ,3 2 5 万4 千円

飯坂財産区 2,0 8 5 万5 千円 1 7 万6千円 2 ,0 6 7 万9 千円

大綱木財産区 9 3 万2 千円 8 万4千円 8 4 万8 千円

小綱木財産区 8 3 0 万9 千円 9 万6千円 8 2 1 万3 千円

山木屋財産区 3 2 3 万3 千円 18 9 万5 千円 1 3 3 万8 千円

公営企業会計名 事業収益 事業費用 当年度純利益

水道事業 2 億6 ,5 8 6 万7 千円 2 億6 ,66 6 万円 ▲7 9 万3 千円

※赤字・ 将来負担・ 資金不足がない場合は「 ―」 で表示

（ 単位： ％）

（ 単位： ％）

区分 R7 R6 増減
早期（ 経営）
健全化基準

①実質赤字比率 ― ― ― 15.0

②連結実質赤字比率 ― ― ― 20.0

③実質公債費比率 4.3 4.4 ▲ 0.1 25.0

④将来負担比率 2.3 ― 2.3 350.0

⑤資金不足比率 ― ― ― 20.0

用
語
説
明

区分 R7 R6 増減

⑥財政力指数 0.33 0.33 0.00

⑦経常収支比率 92.0 92.6 ▲ 0.6

　 国は、 地方自治体の財政破綻を 避けるため、「 地方公共団体の

財政の健全化に関する 法律」 に基づき 、 地方自治体に対し 、 ４

つの指標及び公営企業における 資金不足比率を 算定し 、 監査を

受けたのち 、 議会への報告及び住民への公表を 義務づけており

ます。

　 それぞれの数値には、 一定値を 超える と 、 事業を 行う ための

起債（ 借金の借り 入れ） ができ なく なる こ と や、 財政再建計画

の提出を 求めら れる こ と などの「 早期健全化基準」（ 公営企業に

は「 経営健全化基準」） が設定さ れており 、 こ の基準を 超えない

よう な財政運営が求めら れており ます。

　 令和７ 年度決算に基づき 算定し た結果は、 下表のと おり です。

町の財政の健全性は？

健全化判断比率

その他の財政指標

　「 実質公債費比率」 は、前年度から ０ ．１ ポイ ン ト 改善し 、４ ．

３ ％と なり まし た。 こ れは、 火葬場整備事業等に係る 地方債の

借入額の増額に伴い、分子と なる元利償還金が増額し た一方で、

　「 財政力指数」 は、 前年度同率と なり まし たが、 令和元年度

の 0.39％を ピ ーク に減少傾向が続いており 、 今後の数値の変

動を 注視し ていく 必要があり ます。

　「 経常収支比率」 は、 物価高騰等の影響によ り 、 分子と なる

人件費や物件費等の経常的支出が増額と なる一方で 、 町税や普

通交付税の増額によ り 、 分母と なる 経常的収入が経常的歳出を

上回る増額と なっ たこ と によ り 、 前年度から 0.6 ポイ ン ト 改善

し まし た。 し かし ながら 、90％を 超える高い比率が続いており 、

今後も 、 経常的事業の見直し や効率化、 スク ラ ッ プ＆ビ ルド を

徹底し ていく こ と が求めら れています。

①
実
質
公
債
費
比
率
（
３
か
年
の
平
均
）

地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
（
公

債
費
）
の
大
き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
よ
う
に
毎
年
度
経
常

的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
が
、
地
方
税
、
普
通
交
付
税

な
ど
の
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
に

占
め
る
割
合
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
構
造
の
弾
力

性
が
低
く
、
新
た
な
財
政
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
。

⑦
経
常
収
支
比
率

地
方
自
治
体
の
財
政
力
を
示
す
指
数
で
、
標
準
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
町
税
や
各

種
交
付
金
の
割
合
の
３
か
年
の
平
均
値
。
数
値
が
高

い
ほ
ど
財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、「
１
」
を

超
え
る
自
治
体
に
は
普
通
交
付
税
は
交
付
さ
れ
な
い
。

⑥
財
政
力
指
数
（
３
か
年
の
平
均
）

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模

で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、

経
営
状
況
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
も
の
。

⑤
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
を
含
む
「
地
方
公
共
団
体
の
全
会
計
」
に

生
じ
て
い
る
赤
字
の
大
き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団

体
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

④
連
結
実
質
赤
字
比
率

地
方
公
共
団
体
の
「
一
般
会
計
」
等
に
生
じ
て
い
る

赤
字
の
大
き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

③
実
質
赤
字
比
率

地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
な
ど
現
在
抱
え
て
い
る
負

債
の
大
き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

②
将
来
負
担
比
率

分母と なる普通交付税額がそれを 上回る増額と なっ たこ と によ

る も のです。 町では公債費増額への対策と し て、 公債費の一部

が地方交付税と し て措置さ れる 率が高い地方債を 活用し 、 実質

公債費比率の抑制に努めており ます。

　「 将来負担比率」 は、 令和４ 年度以降「 比率なし 」 が続いて

き たと こ ろ ですが、 町が加入する一部事務組合の施設更新に伴

う 負担金の増額等により 、 ２ ．３ ％の比率が発生し まし た。

　「 実質赤字比率」、「 連結実質赤字比率」 及び「 資金不足比率」 に

ついては、 町の一般会計及び特別会計はすべて黒字決算であり 、 企

業会計においても 適正な料金収入を 確保し ているこ と から 、 前年度

に引き 続き 、「 数値なし （ 健全である）」 と いう 結果と なり まし た。
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令和 7 年度の主な事業 　 令和 7 年度に町が実施し た主な事業を 紹介し ます。

※令和 6 年度から の繰越を含む事業費

0 1. 子育て支援

　 子育て支援センタ ー「 マザッ テ」 整備事業 7,469 万 9 千円

　 認定こ ども 園利用料・ 給食費の無償化 2,893 万円

　 小・ 中学校給食費の無償化 3,559 万８ 千円

0 2. 移住・ 定住

　 移住・ 定住促進事業 8,451 万 7 千円

　 地域おこ し 協力隊設置事業 4,197 万 3 千円

　 地域公共交通対策事業（ 自治体バス・ デマンド タ ク シーの運行ほか） 3,761 万 7 千円

　 地域医療確保対策事業 8,500 万円

0 3. 活力ある産業

　 貸事業所「 オリ ナスかわまた」 整備事業  3 億 7,536 万 4 千円※

　 花塚山東屋等整備事業 6,116 万 2 千円※

　 地域魅力向上・ 発信事業（ 里山ツーリ ズムの実施ほか） 3,847 万 1 千円

　 農業担い手育成総合支援事業 753 万 3 千円

0 4 . みんなの生き がいづく り

　 大綱木公民館建設事業 3,725 万１ 千円※

　 中央公民館ホール音響設備更新事業 6,647 万 3 千円

　 町合併 70 周年記念事業（ 記念式典、関連イ ベント の開催） 1,131 万５ 千円

　 前田遺跡国史跡指定範囲確認調査事業 154 万 4 千円

0 5. 物価高騰対策

　 物価高騰対応重点支援給付金給付事業 556 万 8 千円※

　 子育て世帯物価高騰対応重点支援給付金給付事業 990 万 9 千円

　 物価高対応子育て応援手当支給事業 2,069 万 8 千円

　 元気発信商品券発行事業 2 億 713 万円※

0 6 . 川俣高校の魅力向上

　 学生寮の運営 1,331 万 6 千円

0 7. 防災・ 減災、 公共施設・ イ ンフ ラ の維持強化

　 町道整備事業（ 西方飯野線ほか 6 路線） 1 億 5,152 万 4 千円 

　 橋り ょ う 長寿命化補修事業 6,276 万 6 千円

　 公営住宅長寿命化対策事業 3,147 万 5 千円

　 消防施設整備事業（ 消防屯所の整備、 消火栓の修繕ほか） 6,018 万 4 千円※

　 伊達地方消防組合消防署南分署敷地造成事業 4,501 万 4 千円※

0 8 . 原子力災害から の復旧・ 復興

　 山木屋地区防災まちづく り 拠点施設整備事業 2 億 7,521 万 1 千円

　 除染対策事業 2 億 2,762 万 3 千円

　 営農再開支援事業 5,171 万 2 千円

　 ふく し ま森林再生事業 4,299 万 2 千円

　 放射線量モニタ リ ング事業 4,134 万 4 千円

子育て支援セン タ ー

「 マザッ テ」 整備事業

貸事業所

「 オリ ナスかわまた」

整備事業

花塚山東屋等整備事業

町合併 70 周年記念事業

山木屋地区防災まち づく

り 拠点施設整備事業

※


